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備蓄食や非常持ち出し袋を用意している

報道以外にも自分でネット検索するなど
防災知識を増やすようにしている

家族と有事の際の連絡手段や避難経路
などを共有している

身の回りの家具などの固定や
配置の工夫をしている

地域の防災行事などに参加している

自宅や職場の耐震性を調べて補強した

その他

1712

1074

1012

898

413

176

84

ない

77%

ある

22%

医療職向けの研修会を受講したことがある
（他団体のものを含む）

理学療法士として災害時支援が出来るように
研修等を受けている

勤務先において事業を管理する立場にあるため、
発災時の事業運営について考えている

関連する書籍などを読んで勉強している

都道府県士会の災害対策委員会に所属している

その他

358

357

317

300

105

105

テーマ

考えてみよう“災害”  のこと
　平成最後の年となる2018年は、各地で様々な災害が発生しました。お亡くなりになられた方に謹んで哀悼の意
を表します。また、被災された方々におかれましては、心よりお見舞いを申し上げます。
　今号では「災害」に対する会員の皆さんの意識や行動について調査しました。アンケートの結果、コラムや対談
を通して、理学療法士として、個人としての「災害」を考えるきっかけとなれば幸いです。

［ 性別 ］ ［ 年代 ］

調査：JPTA NEWS 316（12月号）アンケート＊

実施期間：2018年10月5日～10月11日
回答者数：3663名
＊マイページに登録されている会員の皆さんのメールア

ドレス宛にご協力のお願いをお送りいたします。
　メールが届いていない方は、マイページ上に有効なア

ドレスが登録されているかご確認ください。

　今回のアンケート調査では「災害」について、個人として、理
学療法士として、両方の側面から質問しました。39％の方が
災害について個人的に「備えていない」と回答されていました。
人の健康を守る理学療法士の皆さんご自身も、守られるべき
大切な命です。ご自身やご家族を守るために、まずは出来るこ
とから始めましょう。
　また、理学療法士として災害に備えている方は、22％とや
はり少数派という結果となりました。次のページでは、本アン
ケートQ3にて伺った「災害時支援関連団体」の、正式名称や
活動内容をご紹介しています。アンケートご回答時に、いくつ
分かったか確認をしながら、まずは知ることから始めてみては
いかがでしょうか。

Q
Q

Q

3

1

2

見聞きしたことがあるものにチェックをしてください。
（複数回答可）

「災害」に備えて個人的に
何かしていることはありますか？

「災害」に備えて
理学療法士として何か
していることはありますか？

災害時に支援活動に関わる主な団体の略称をご紹介します。

63

JVOAD JDA-DAT DJAT DHEAT JIMTEF PCAT DPAT JMAT JRAT 災害支援
ナース

DMAT

92 95
179 200 203

571

1026

1371
1510

2424

DMATの隊員として
活動しています。

（群馬県50代男性）

訪問リハビリテーションを行う際に、利用者
さんの家の避難経路を一緒に確認しました。

（愛知県40代男性)

無回答
1%22%

があると回答

ある

61%

ない

39%

無回答
0%

61%があると回答

非常持ち出し品の確認を
家族と行いました。

（宮城県30代女性)

男性
2490

女性
1161

無回答
12

30代
1304

40代
886

20代
1043

50代
345

60代以上
76

無回答
9

南海トラフ地震に備え、日本防災士機構
認定の防災士の資格を取得しました。

（徳島県20代男性)
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災害支援関連団体情報
　今回のアンケート*では、災害支援関連団体情報について伺いました。皆さんはいくつの団体をご存知ですか？
　このコーナーでは、災害支援関連団体の正式名称と活動の概要をご紹介します。詳細については、各団体の
ホームページをご覧ください。こちらに掲載されている以外にも様々な団体が活動しています。

＊JPTA NEWS 316（12月号）アンケート　実施期間：2018年10月5日～10月11日　回答者数：3663名

※DHEAT(災害時健康危機管理支援チーム)については、団体ではなく制度の一つであるため、本ページには掲載していません。

JRAT（ジェイラット）は、大規模災害が発生した際の、災害弱者、障がい者、被災高齢者等の生活不活発病
の予防のため、支援体制構築する協議会です。リハビリテーション関連の医療専門職等、13の関連団体
によって組織されており、本会もそのうちの一つです。 （参考：JRATホームページ　https://www.jrat.jp/）

JRAT 大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会 JRAT
J a p a n  D i s a s t e r  R e h a b i l i t a t i o n  A s s i s t a n c e  T e a m

JMAT（ジェイマット）は、大規模災害における避難所等での医療・健康管理活動を中心として、主に災害急性
期以降を担うために被災地の都道府県医師会の要請に応じて日本医師会が派遣する医療チームです。災害
時、各都道府県医師会により編成されます。

（参考：公益社団法人日本医師会ホームページ　http://www.med.or.jp/index.html）

JMAT 日本医師会災害医療チーム JMAT
J a p a n  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n  T e a m

JDA-DAT（ジェーディーエー・ダット）は、大規模な災害が発生した場合、被災地内の医療・福祉・行政栄養部門
と協力して、緊急栄養補給物資の支援など、状況に応じた栄養・食生活支援活動を通じて支援を行う、公益社
団法人日本栄養士会が設立した組織です。 （参考：公益社団法人日本栄養士会ホームページ　https://www.dietitian.or.jp/）

JDA－
DAT

日本栄養士会災害支援チーム JDA-DAT
T h e  J a p a n  D i e t e t i c  A s s o c i a t i o n - D i s a s t e r  A s s i s t a n c e  T e a m

DJAT（デジャット）は、被災地において、治療の緊急性が低いと判断された被災者に対しても最低限の応
急処置や、避難所での運動不足による疾病を予防するために活動する、公益社団法人日本柔道整復師
会が設立した組織です。 （参考：内閣官房ホームページ　https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/）

DJAT 災害派遣柔道整復チーム DJAT
D i s a s t e r  J u d o t h e r a p i s t  A s s i s t a n c e  T e a m

災害支援ナースは、被災した看護職の心身の負担を軽減し支えるよう努め、被災者が健康レベルを維持
できるように、被災地で適切な医療・看護を提供する役割を担う看護職です。都道府県看護協会に登録
されています。 （参考：公益社団法人日本看護協会ホームページ　https://www.nurse.or.jp/）

災害支援
ナース 災害支援ナース

PCAT
日本プライマリ・ケア連合学会東日本大震災
プロジェクトチーム PCAT
P r i m a r y  C a r e  f o r  A l l  T e a m

PCAT（ピーキャット）は、プライマリ・ケアの理念を元に、災害時の緊急人道医療・保健・福祉
支援に加えて、将来的な災害に向けた学術型の医療・保健支援を行う組織です。日本プライ
マリ・ケア連合学会東日本大震災プロジェクトを敢行するために設立されました。　

（参考：一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会　https://www.primary-care.or.jp/）

DPAT（ディーパット）は、自然災害や航空機・列車事故、犯罪事件などの集団災害の後、被災地域に入り、精神
科医療および精神保健活動の支援を行う専門的なチームです。主に、精神科医師・看護師・業務調整員（医師・
看護師以外の医療職及び事務職員）で構成されています。 

（参考：DPAT ホームページ　https://www.dpat.jp/）

DPAT 災害派遣精神医療チーム DPAT
D i s a s t e r  P s y c h i a t r i c  A s s i s t a n c e  T e a m

DMAT（ディーマット）は、大規模災害や多数傷病者が発生した事故などの現場に、超急性期から活動できる機
動性を持った、専門的な訓練を受けた医療チームです。主に、医師・看護師・業務調整員（医師・看護師以外の
医療職および事務職員）で構成されています。 

（参考：DMAT ホームページ　http://www.dmat.jp/index.html）

DMAT 災害派遣医療チーム DMAT
D i s a s t e r  M e d i c a l  A s s i s t a n c e  T e a m

JVOAD（ジェイボアード）は、被災者支援が効果的に行われるよう、NPO等の支援調整を行う組織で
す。災害時はニーズ・課題等について多様な支援者が参加する「情報共有会議」を行います。災害支援を
行う全国組織やNPO法人など24団体によって構成されています。 

（参考：JVOADホームページ　http://jvoad.jp/）

JVOAD
特定非営利活動法人 
全国災害ボランティア支援団体ネットワーク JVOAD
J a p a n  V o l u n t a r y  O r g a n i z a t i o n s  A c t i v e  i n  D i s a s t e r

JIMTEF（ジムテフ）は、国内外の災害医療の推進に寄与するため、医療関連職種団体からなるJIMTEF災
害医療委員会を組織し、災害医療人材の育成および災害医療活動における多職種連携に取り組む国際協
力NGOです。本会でも都道府県理学療法士会と連携して、JIMTEF災害医療研修への人材推薦等を行っ
ています。  （参考：JIMTEF ホームページ　https://www.jimtef.or.jp/）

JIMTEF 公益財団法人 国際医療技術財団 JIMTEF
J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  M e d i c a l  T E c h n o l o g y  F o u n d a t i o n
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　現状、発災時に何を行っているかというと、まずは会員の皆さんの安
否確認と発災した地域の都道府県士会の機能が保たれているか確認
し、次に隣接している都道府県士会や関連する災害支援団体の初動
を中心に情報収集を行っています。現在、協会の諮問委員会の一つで
ある「災害時支援システム検討委員会」にて災害支援制度の在り方が
検討されており、この答申を受けて本会としての方向性を早急に示す
予定です。

災害が起こった時に、
協会としてこれからどのような対策
をとっていくのでしょうか？

Q

避難所で求められているのは理学療法士の
どのようなスキルですか？

　避難所を回り、理学療療法士の技能であるニーズの掘り起こし、課題抽出・分析、残
存機能等を踏まえた目標設定や、理学療法の提供等、直接的支援者（プレイヤー）として
のスキルは、一定程度の臨床経験を有する理学療法士の方はどなたでもお持ちです。し
かし、災害時に起きる特異的なルールを理解し、急速に変化する環境に適応しつつ、情
報を把握して正確に伝え、他者を動かし、更には医師や上司がいない場面でも組織とし
ての判断を行うことが要求される間接的支援者（マネジメントのスキル）は、普段の仕事
では経験することは多くはないため、容易ではありません。これは研修、知識を習得し、
演習し、実践を経験することで身に着けていく必要があると思います。ただこれは、“研修”
と聞いて多くの方がイメージする徒手療法の技術を体得するようなハイリスクアプロー
チの手法を学ぶものではありません。公衆衛生、地域保健活動に代表される支援者・受
援者両方の立場で考えられるような、市区町村の介護予防事業に近い、ポピュレーショ
ンアプローチ（集団に対するアプローチ）を学ぶ、というイメージをしてください。

Q

災害対策本部に理学療法士が
いた方がよい理由は何でしょうか？

　災害における医療支援を段階に分けるとすると、直後の1週間から1ヵ月
が急性期・亜急性期、その後3ヵ月が慢性期にあたります。その後、被災地
域の方々は通常の生活を取り戻すイメージになります。避難所から平時の医
療・介護等サービスに戻すことが、チーム医療や地域リハビリテーションのマ
インドを持った私たち理学療法士の重要な役割です。そこで、各団体の窓口
と連絡先を確認し、DMATやJMAT等救急救命の方々からバトンを渡され
たときに被災地域内で人材の確保が出来るのか、出来ない場合はどこに支
援を要請するのか、都道府県の災害コーディネーター（都道府県行政が委
嘱している災害対策本部のとりまとめ役）や行政の担当者は誰か、医療・介
護等の社会資源の被災状況、避難所の設置状況やライフラインの状態はど
うなっているのか等、活動を始めるためのルールの把握と共有が重要です。

QQ

　災害が起きた直後に避難所に行って理学療法士が専門性を活か
したボランティアを行う機会はあまりありません。やみくもに動くと、か
えって救助活動の邪魔になりますし、ご自身の生命が危ぶまれる場合
もあるからです。まずは、個人ではなく自身が属する組織の一員とし
て行政の中に設置された災害対策本部（以下、災害対策本部）に入
ることが最初の仕事です。また大前提として、自身が組織的にどの立
場で災害対策本部に入るのかを、明確にすることが大切です。立場
が明確でないまま、自分の勝手な判断で災害対策本部に入ることは
避けなければなりません。そして、現状を正しく把握するための情報収
集を行いながら、DMAT、JMATやJRAT、日本看護協会、日赤等の
様々な関連団体の中で、リハビリテーション専門職の存在を周囲に知
らせ、組織（図）の中に組み込まれることが重要な仕事になるのです。

災害が起こった時、理学療法士は
どのような支援を行うのですか？Q

日本理学療法士協会　副会長

斉藤 秀之
H i d e y u k i  S a i t o

　東日本大震災から数えて7年、私たちは様々な災害
を経験してきました。理学療法士として災害について
考える時に大切なことはどのようなことでしょうか。
平成27年9月関東・東北豪雨が発生した際に茨城県
理学療法士会（以下、茨城県士会：当時）として現地
の支援に入り、現在、本会の災害対策担当役員であ
る副会長斉藤秀之がお話しします。 理

学
療
法
士
と
し
て

被災地支援から
被災地“自立”支援へ
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Cross Talk

　2018年は各地で災害に見舞われることが多い年でした。そこで、災害を起こってしまった事象としてのみで
はなく、その原因とは何なのか。災害と生きてきた私たち日本人とは何か。日本の歴史や文化など、一見関係
なさそうに思える話題が、会員の皆さんの血肉となり理学療法士としての人生を豊かにすることを願って竹村
公太郎氏（日本水フォーラム代表理事）に、お話しをうかがいました。

日本という国の歴史から学ぶ、
災害と生きる道

半田 一登
公益社団法人 
日本理学療法士協会　会長

竹村 公太郎 氏

日本水フォーラム代表理事
土木工学　博士

教
論
と
い
う
よ
り
こ
の
狭
く
厳
し

い
国
土
に一因
が
あ
る
の
で
は
、と
い

う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

半
田

：

そ
の
お
考
え
は
良
く
分
か

り
ま
す
。先
日
、鹿
児
島
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が「
桜
島
が
噴
火
し
て
い

る
、霧
島
は
ち
ょ
っ
と
危
険
だ
」と

言
わ
れ
て
る
中
で
も
人
々
は
生
活

し
て
い
ま
す
。鹿
児
島
で
は
そ
の
よ

う
な
環
境
で
順
応
し
、そ
し
て
本

当
に
危
険
な
時
を
察
知
し
な
が
ら

生
き
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状

況
が
、日
本
で
は
各
地
に
見
ら
れ
、

様
々
な
も
の
に
感
謝
す
る
心
が
芽

生
え
て
い
き
ま
し
た
。故
に
多
神
教

が
生
活
に
根
付
い
て
い
っ
た
の
に
も

納
得
し
ま
す
。そ
こ
で
思
っ
た
の
で

す
が
、私
た
ち
日
本
人
は
順
応
能
力

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

竹
村

：

順
応
す
る
と
い
う
言
葉

は
、僕
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
と

「
忘
れ
っ
ぽ
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。地
形
と
気
象
に

支
配
さ
れ
て
い
る
と
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、地
震
に
よ
る
津
波
で
何

1970年　建設省 （現・国土交通省） 入省
2004年　リバーフロント研究所　代表理事
2006年　日本水フォーラム代表理事・事務局長

たけむら こうたろう ◉

8

特
有
な
地
形
と
気
象
が

生
ん
だ“
日
本
人
”

千
人
も
亡
く
な
っ
て
い
く
環
境
で

は
、忘
れ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

の
で
す
。そ
の
日
の
う
ち
に
全
て
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
か
ら
、ど

う
見
て
も
理
屈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
頭
の
中
で
染
み
つ
い
て
い
た

ら
整
理
が
つ
か
な
い
の
で
す
。

半
田

：

順
応
す
る
力
が
災
害
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。実
は
、日
本
理
学
療

法
士
協
会
で
は
、一般
財
団
法
人
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

を
創
設
し
、現
在
も
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
運
営
を
通
し

て
被
災
地
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
か
ら
約
7
年
長
期
的

に
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
中

で
、竹
村
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
順
応

し
生
き
の
び
て
き
た
日
本
人
の
歴

史
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

竹
村

：

順
応
が
、自
然
と
の
長
い

長
い
戦
い
の
中
で
培
っ
た
、我
々
日

本
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
、唯
一

の
術
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

半
田

：

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
西

洋
か
ら
生
ま
れ
た
概
念
で
す
。そ
の

た
め
、キ
リ
ス
ト
教
的
な
復
活（
回

復
）思
想
に
近
い
と
言
え
ま
す
。し

か
し
、日
本
に
は
古
来
よ
り
多
神

教
を
中
心
と
し
た
文
化
が
広
く
根

付
い
て
い
ま
し
た
。よ
っ
て
現
代
で

も
多
く
の
人
々
の
考
え
方
は
災
害

や
生
活
に
お
い
て
も
、多
神
教
的
な

考
え
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
宗
教
が
生
活（
環
境
）に
関

わ
っ
て
い
る
の
か
、竹
村
さ
ん
の
お

考
え
を
お
教
え
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

竹
村

：

宗
教
は
非
常
に
難
し
い
分

野
で
す
。ま
ず
日
本
人
は
特
有
な

地
形
と
気
象
の
中
で
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。実
は
、世
界
の

２０
％
の

地
震
は
日
本
で
発
生
し
て
い
る
ん

で
す
。そ
の
よ
う
な
環
境
に
順
応
し

て
何
千
年
も
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、地
形
と
気
象
に
支
配
さ
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。日
本
の
農
業
ひ
と
つ
を
と
っ

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。春
に

種
を
ま
い
て
冬
が
く
る
ま
で
の
半
年

間
で
収
穫
し
、あ
と
は
そ
れ
を
食
べ

て
過
ご
し
ま
す
。逆
に
、南
国
の
人

た
ち
は
何
回
も
種
を
ま
き
、収
穫

し
ま
す
。こ
の
厳
し
い
環
境
に
追
い

込
ま
れ
た
ゆ
え
、ま
た一
定
で
は
な

い
自
然
環
境
で
生
き
て
き
た
か
ら

こ
そ
、そ
の
時
々
の
恵
み
、感
謝
す

る
対
象
の
違
い
が
、ど
ん
ど
ん
神
様

を
増
や
し
多
神
教
文
化
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。日
本
に
も
キ
リ

ス
ト
教
が
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、絶

対
神
の
宗
教
は
な
か
な
か
広
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
理
由
は
、宗
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Cross Talk
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半
田

：「
撤
退
」と
い
う
言
葉
に
し

て
し
ま
う
と
後
ろ
向
き
の
意
味
に

聞
こ
え
ま
す
が
、こ
れ
は
戦
略
的

撤
退
で
す
ね
。人
口
が
収
縮
し
て
い

く
時
に
、ど
の
よ
う
な
形
で
収
縮
し

て
い
く
の
か
そ
の
計
画
性
が
、今
後

の
日
本
と
し
て
必
要
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。今
ま
で
広
げ
て
来
た
も
の

を
ど
の
よ
う
に
し
て
ま
と
め
、安
全

で
、安
心
で
き
る
町
づ
く
り
、国
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
か
、そ
う
い
う

半
田

：

今
年
も
台
風
等
の
影
響
に

よ
り
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、山
あ
い
の
扇
状
地
な
ど
で

土
砂
崩
れ
等
の
災
害
が
起
こ
り
ま

し
た
。私
は
そ
の
状
況
を
見
た
と

き
に
、以
前
読
ん
だ
書
物
で
、「
昔

の
縄
文
人
や
弥
生
人
た
ち
は
危
険

な
扇
状
地
に
は
住
ん
で
い
な
か
っ

た
。」と
、書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
現
代
で

は
、扇
状
地
の
防
砂
堤
の
真
下
に

家
が
建
っ
て
い
る
の
は
普
通
な
こ
と

で
す
。し
か
し
、最
近
は
あ
ま
り
に

も
こ
う
い
っ
た
形
の
災
害
が
多
発

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。い
っ

た
い
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

竹
村

：

そ
う
で
す
ね
。広
島
の
厳
島

神
社
の
神
官
さ
ん
が
日
誌
を
つ
け

て
い
る
、こ
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。今
日
は
何
が
あ
っ
た
か
、お
客

さ
ん
が
来
た
か
、来
な
か
っ
た
と
か
、

1
5
5
5
年
か
ら
続
い
て
い
る
日
誌

で
す
。そ
の
中
に
は
災
害
に
つ
い
て

も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。台
風
の
季

節
に
な
る
と
ニュ
ー
ス
で
、厳
島
神
社

が
浸
水
し
た
か
ど
う
か
放
送
さ
れ

ま
す
が
、こ
の
日
誌
に
よ
る
と
最
近

に
な
っ
て
急
激
に
そ
の
数
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
非
常
に
よ
く
分
か
り
ま

す
。近
年
の
1
9
8
9
～
2
0
0
6

年
の
統
計
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
図

１
）。こ
れ
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

間
違
い
な
く
21
世
紀
に
な
っ
て
海
面

上
昇
が
起
き
て
、気
象
が
凶
暴
化
し

て
い
る
の
で
す
。少
し
話
が
変
わ
り

ま
す
が
、日
本
の
耕
地
面
積
は
江
戸

時
代
に
な
っ
て一
気
に
増
え
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、江
戸
時
代
に
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
生
産
性
の
高
い
土
地
に

作
り
変
え
て
い
る
の
で
す
。こ
の
背

景
に
は
、江
戸
時
代
と
い
う
2
5
0

年
間
の
平
和
な
時
代
に
国
民
と
行

政
が一緒
に
な
っ
て
土
地
を
開
拓
し
、

沼
地
だ
っ
た
場
所
を
田
畑
や
町
に
作

り
か
え
て
いっ
た
。で
す
か
ら
、今
日

の
日
本
が
あ
る
の
で
す
。江
戸
時
代

は
、世
界
的
に
み
て
も
大
変
な
こ
と

を
な
し
と
げ
た
特
異
的
な
時
代
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、現
代

か
ら
約
4
0
0
年
前
の
江
戸
時
代

や
、厳
島
神
社
の
日
誌
か
ら
も
分
か

る
と
お
り
、当
時
は
そ
れ
で
よ
か
っ

た
の
で
す
。今
は
、そ
の
4
0
0
年

か
け
て
作
っ
た
も
の
か
ら
撤
退
し
な

け
れ
ば
駄
目
だ
と
気
づ
く
べ
き
で
、

そ
れ
な
り
の
覚
悟
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
き
た
の

に
逆
行
し
ま
す
が
、4
0
0
年
か
け

て
少
し
ず
つ
撤
退
し
な
い
と
、今
の

よ
う
な
河
川
や
海
岸
周
辺
で
生
き

て
い
て
い
い
の
か
、こ
れ
は
危
険
で
す
。

半
田

：

非
常
に
興
味
深
く
、考
え
さ

せ
ら
れ
る
話
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
災

害
が
起
こ
っ
た
ら
、何
を
し
よ
う
か

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、一
人
一
人
が

災
害
の
起
こ
る
前
に
、ど
う
対
応
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
し
、一

方
で
日
本
に
住
む
以
上
、本
日
の
お

話
を
伺
っ
て
い
て
、覚
悟
の
上
と
い

う
の
も
、ひ
ょっ
と
し
た
ら
あ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。災
害
の
な
い
国
に

す
る
な
ん
て
い
う
の
は
絶
対
に
不
可

能
な
お
話
で
、自
然
に
は
勝
て
ま
せ

ん
。そ
う
い
う
意
味
で
の
覚
悟
が
必

要
な
の
だ
と
理
解
出
来
ま
す
。

竹
村

：

最
後
に
こ
の
図
を
ご
覧
く

だ
さ
い（
図
２
）。こ
れ
が
日
本
の
国

土
の
あ
り
よ
う
で
す
。真
ん
中
の
棒

グ
ラ
フ
が
、日
本
の
国
土
面
積
で

す
。67
％
が
森
林
や
山
で
す
が
、あ

と
の
20
％
が
高
台（
氾
濫
区
域
外・

可
住
地
）の
土
地
で
す
。そ
し
て
、

10
％
が
洪
水
氾
濫
区
域
の
低
平
地

で
す
。な
ん
と
、そ
の
低
平
地
に
資

産
の
75
％
と
人
口
の
半
分
が
集
中

し
て
い
ま
す
。こ
ん
な
国
は
世
界
を

探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
な
ど
の
発
展
途
上
国
は
別

で
す
が
、先
進
国
で
こ
の
よ
う
な
国

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
原
因
は
、江
戸
時
代

か
ら
の
開
拓
を
境
に
豊
か
に
な
っ
て

い
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。で
す
か
ら

豊
か
さ
の
あ
る
間
に
少
し
ず
つ
高

台
に
、縄
文
人
の
時
代
に
戻
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
で
す
。日
本
に
暮
ら
す

方
々
は
住
処
の
撤
退
戦
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
入
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
の

未
来
、末
長
く
続
い
て
も
ら
い
た
い

で
す
か
ら
、声
を
大
に
し
て
言
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

災
害
が
こ
ん
な
に
も

多
発
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
？
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22厳島神社回廊の年間冠水回数 
厳島神社社務日誌より中国地方整備局作成  毛利元就1555年

（図１） ＊竹村公太郎氏提供

(図2) 日本の国土利用状況 ＊竹村公太郎氏提供

時
代
に
な
っ
た
と
お
話
を
聞
い
て
思

い
ま
し
た
。我
々
理
学
療
法
士
も
、

災
害
時
の
医
療
支
援
ば
か
り
に
目

を
向
け
る
の
で
な
く
、本
日
聞
い
た

こ
と
を
心
に
留
め
、活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。今
後
と
も
引
き
続

き
ご
指
導
く
だ
さ
い
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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教えて！田中まさし先生！

Q

このコーナーでは、本会理事の田中まさしが全国を訪問し、
若手会員の皆さんからいただいた様々な相談に丁寧にお答えしていきます。

ご質問はJPTA NEWS 編集担当までお送りください。

会員限定コンテンツに
アクセスしよう！

http://www.japanpt.or.jp
Click!

田中 まさし
Masashi Tanaka

1965年10月11日 北海道札幌市生まれ
1987年 清恵会第二医療専門学院卒業後 
 河内総合病院・上山病院・
 札幌東徳洲会病院
1995年 北海道千歳リハビリテーション学院

（副学院長、理学療法学科長）
2010年 北翔大学大学院人間福祉学研究科 
 人間福祉学専攻修了（修士）

田中まさし公認ゆるキャラ
まーくん

Top Message

半
田  

一
登

会
長

vol

若手会員の皆さんからいただいた様々な相談に丁寧にお答えしていきます。

田中まさし公認ゆるキャラ
まーくん

古 来、医師・弁護士・僧侶が3大
プロフェッションと言われ、いず
れも人の不幸の上に成り立っ

ています。しかし、本当の意味のプロフェッ
ションは不幸にならないためにどうすべき
なのかを考えなければなりません。近年で
は理学療法士もプロフェッションであること
に間違いありません。
　来年、スイスで開催される世界理学療法
士連盟総会に日本理学療法士協会として、
地球温暖化に対する国際的活動を展開す
ることを提案しました。できれば、ＷＣＰＴ

の決議結果を踏まえて、他の医療専門職
団体との協働も期待しています。世界のい
たるところで発生している異常気象、大洪
水・巨大な台風・巨大なハリケーン・異常な
乾燥、数え上げたらきりがありません。この
日本でも台風21号被害・西日本での集中
豪雨被害等が多発しました。これらの原因
が地球温暖化によるものというのは定説に
なっており、そこには地震と違って我々が努
力をする余地が十分にあると思います。被
災者の支援活動は当然ですが、災害予防
にもっと積極的になるべきです。

　一つの事柄が起こってから対処するので
はなく、起こらないようにするにはどうしたら
よいのか。という視点を持つことが重要で
はないでしょうか。　
　私達理学療法士の業務は「身体に障
害のある者」という定義で構成され、それ
を当たり前として長い間勤めてきました。理
学療法士は障がいのある方々の存在によっ
て業をなしてきたのです。しかし、高齢社会
の到来によって、人間としての当たり前の
現象である「老化」の進行防止すらが政策
課題になっているのです。健康寿命延伸・

介護予防・転倒予防・認知症予防、我々が
主体となって世の中を変えることが期待さ
れています。従来の業務を中心としながら、
疾病や障がいの発生を予防する予防理学
療法を推進しなければなりません。
　人間は長寿こそ幸せ、便利さこそ幸せと
信じてきました。しかし、その成果の裏側に
は大きな課題があることが分かってきまし
た。プロフェッショナル理学療法士として、
その課題を解決し、不幸な人間を増やさな
いことに更なる努力を傾注したいと思って
います。

A 　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
は
ま
だ
ま
だ
認

知
度
が
低
い
と
思
い
ま
す
。世
の
中
の
人
に
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、私
た
ち
は
ど
う
い
っ

た
活
動
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

災
害
と
理
学
療
法
と
予
防

会
員
の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
携

帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

携
帯
電
話
を
購
入
し
て
、思
う
よ
う
に

作
動
し
な
い
場
合
、販
売
店
に
交
換
な

ど
を
求
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
新
機
種
で
は
、様
々
な
機

能
が
実
装
さ
れ
て
お
り
、メ
ー
カ
ー
、販

売
店
、買
う
側
も
そ
の
機
能
は
当
然
動

く
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

法
律
の
面
か
ら
見
た
場
合
、販
売
店

と
客
の
間
に
、○
○
の
機
能
を
持
っ
た

携
帯
電
話
を
受
け
取
り
、そ
の
見
返
り

に
代
金
を
支
払
う
と
い
う
売
買
契
約

が
成
立
し
、客
に
不
良
機
器
を
渡
す
こ

と
は
契
約
を
守
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。　

理
学
療
法
に
置
き
換
え
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
を

担
当
し
ま
す
。多
く
の
患
者
さ
ん
は
再

び
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、A
D
L
が
自

立
す
る
こ
と
を
望
む
で
し
ょ
う
。し
か

し
、重
症
度
や
様
々
な
要
因
で
患
者
さ

ん
の
思
う
と
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
は

十
分
に
あ
り
得
ま
す
。新
築
の
家
が
雨

漏
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

脳
卒
中
患
者
が
歩
行
を
望
ん
で
実
現

し
な
く
て
も
、訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。

商
品
の
購
入
と
医
療
行
為
の
違
い

は
、売
買
契
約
と
準
委
任
契
約
と
い
う

言
葉
で
言
い
表
せ
ま
す
。一
般
的
に
医

療
者
側
は
患
者
に
対
し
て
最
善
を
尽

く
す
こ
と
を
保
証
し
て
も
、治
す
こ
と

を
保
証
し
ま
せ
ん
。医
療
の
受
け
手
で

あ
る
患
者
さ
ん
も
治
る
こ
と
を
期
待

し
て
も
保
証
を
求
め
ま
せ
ん
。法
的
に

治
す
義
務
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
こ
ん
な

楽
な
商
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
見
返

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、医
療
に
お
い

て
は
高
い
水
準
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
時
代
の
医

療
水
準
、お
か
れ
た
環
境
等
か
ら
最
良

の
医
療
を
提
供
す
る
義
務
を
果
た
し

た
か
、リ
ス
ク
を
回
避
す
る
措
置
を
施

し
た
か
が
問
わ
れ
ま
す
。こ
れ
を
善
管

注
意
義
務
と
言
い
ま
す
。

最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、研
修
会
に
出
て
知
識
・
技
術
を
磨
く

努
力
を
し
て
い
ま
す
か
？
各
種
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
た
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
か
？
リ
ス
ク
発
生
時
の
対
処

法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
実
行
し
ま

し
た
か
？
院
内
の
各
部
署
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
か
？
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
は
十
分
で

す
か
？
今
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

40 最
善
を
尽
く
す

最
善
を
尽
く
す

東京都 Fさん
（20代・男性）
勤務先：医療施設

　

医
療
や
介
護
に
携
わ
る
職
種
が
多
数
あ
る
中
で
、一
般
の
方
が
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
は
ど
の
よ
う
な
職
種
で
あ
る
の
か
を
区
別
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、本
来
の
職
名
で
あ
る「
理
学
療
法
士
」で
あ
る
こ
と
を

自
ら
名
乗
り
、広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
社
会
活
動
や
公
的
活
動
へ
意
欲
的
に
参
加
し
て
、理
学
療
法
士
の
専
門
性
を

活
か
し
た
支
援
、提
案
や
意
見
交
換
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
１

度
や
２
度
で
関
係
づ
く
り
や
認
知
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。ぜ
ひ
、継
続
し

て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
の
施
設
管
理
者
や
事
務
責
任
者
の
方
々
は
、勤
務
す
る
理
学
療
法
士

が
認
定
理
学
療
法
士
な
ど
の
研
修
を
修
了
し
て
い
た
り
、何
ら
か
の
特
別
な
ス
キ
ル
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。全
国
の
医
療
・
介
護
施
設
を
訪
問
し
て
い

ま
す
と
、所
属
施
設
内
に
お
け
る
待
遇
や
受
け
る
評
価
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、実
務
能
力
・
ス
キ
ル
・
実
績
な
ど
を
知
ら
な
い
上
司
が
部
下
を
評
価
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。理
学
療
法
室
内
に
掲
示
し
て
施
設
職
員
や
利
用
者
に
知

ら
し
め
た
り
、定
期
的
な
報
告
や
説
明
を
す
る
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、所
属
施
設
の
ル
ー
ル
を
順
守
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

13   316　考えてみよう“災害”のこと 12



INFORMATION

年度末の異動・休会・復会・退会等は
1月1日～２月20日にお手続きください
日本理学療法士協会（以下、本会）ホームページ内の【マイページ】へログインし、【会員管理】からWeb 申請にて各種手続きをお願いいたします。
トラブル防止のため、電話・メール・FAX による各種申請は受け付けておりません。　

〈参考URL〉 https://bit.ly/2yFFVaf　
＊ Web環境がない場合は、本会事務局（TEL：03-6804-1421）へお問合せください。

マイページへログインできない場合は、マイページログイン画面下の「ログインできない方はこちら」より、再発行の申請をお願いいたします。年度末は申請が
大変混みあいます。余裕をもってお手続きください。

〈参考URL〉 https://bit.ly/2JrBqEG　（注）電話によるID・PWのご照会は行っておりません。

マイページのログインID・PWの再発行について

2/20までに手続きできなかった方は…
2/21～確定次第、マイページからお手続きください。年会費は【異動前】の都道府県士会への納入となります。

※新しい登録情報が反映されるのは4/3以降となり、2月下旬～3月中に転居される方は、発送物が不着となる恐れがあります。配達業者への転送手続き等をご確認ください。

異 　 動

（注）・施設移転等による施設情報の変更は、施設代表者様のみご変更が可能です（異動申請は不要です）。【マイページ】へログインの上、「会員管理」➡「マスタ管理」➡「施設情報メンテ」よりお手続きください。
・休会を希望される方は、「休会申請」で自宅住所の変更が可能です。休会申請からお手続きください。

2019年1月以降、勤務先または自宅住所の変更が確定している方
（既に変更となっているが手続きしていない方も含む）

1/1～2/20に異動申請をお手続きください。年会費は異動先の都道府県士会への納入と
なります。

新規休会・退会を希望で2/20までに手続きできなかった方は…
2/21～4/1にマイページからお手続きください。入れ違いで年会費を請求する可能性がございますが、お支払いは不要です。引落決済が確定した場合は、後日返金させ
ていただきます。　※年会費納入確定後、4/2以降に休会・退会を申請された場合は返金いたしかねます。

休会中ならびに退会後は下記の権利が停止となります。
■ 各種研修会・学会等への会員価格での参加  ■ 各種学会への無料での演題登録
     ■ 学術論文誌「理学療法学」ならびに会報誌「JPTA NEWS」の発送
■ 理学療法士賠償責任保険への加入（全員加入・任意加入） ■ 福利厚生サービス「クラブオフ」の利用　など
■ 選挙権、被選挙権

（注）・一度退会した場合すべての生涯学習ポイントはリセットされます。再入会時は1から再履修をお願いします。・退会される場合は、会員証を速やかに破棄してください。

休 会・退 会

（非会員価格での参加となり、会員対象の研修会への参加はできません）

2019年4月から休会、3月末で退会を希望する方

現在休会中で、休会継続を希望する方

1/1～2/20に休会申請または退会申請をお手続きください。年会費は請求いたしません。

1/1～3/31に休会申請をお手続きください。3/31までに申請がない場合は、退会手続き
をさせていただきます。

2/20までに手続きできなかった方は…
2/21～確定次第、マイページからお手続きください。　※3/31までに申請がない場合は、退会となります。

復 　 会

2019年4月から復会を希望する方
1/1～2/20に復会申請をお手続きください。年会費を3/31までにお支払いいただいた方
は、4/1より「在会」となります。

2/20までに手続きできなかった方は…
2/21以降も随時受付しています。マイページから会費割引申請をお手続きください。2020年度年会費が割引適用となります。

会 費 割引（ 育 児 休 業・シニア・海 外 ）

各種申請条件を満たし、2/20までに申請された方 2019年度年会費が割引適用となります。

JPTA NEWSリニューアルからの新コーナーでは、様々なご職業の方から、理学療法士である会員の皆さんへメッセージをいただきます。
お問合せ先：JPTA NEWS担当　 news@japanpt.or.jp

な
り
多
い
と
思
い
ま
す
が
、既
往
の
病
気
や

基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
方
、身
体
活
動
に

制
限
の
あ
る
方
や
高
齢
者
、フ
レ
イ
ル
の
状

態
の
方
ほ
ど
、こ
れ
ら
の
外
部
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
天
候
感
受
性
が
敏
感
と
な
り
、天
気
の

変
化
に
応
じ
て
様
々
な
不
調
が
現
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。私
た
ち
は「
多
く
の
病
気
の
発
症

や
症
状
は
天
候
の
影
響
を
強
く
受
け
る
」と

い
う
原
理
を
応
用
し
て
、天
候
に
伴
う
各
疾

病
の
症
状
悪
化
な
ど
を
直
接
的
に
予
測
す
る

「
バ
イ
オ
ウ
ェ
ザ
ー
予
報
」を
開
発
し
、医
療
・

介
護
業
界
に
留
ま
ら
ず
幅
広
い
分
野
で
ご
活

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
前
例
な
き
少
子
高
齢

化
社
会
と
な
り
ま
す
が
、医
療
費
削
減
と
い

う
財
政
課
題
も
相
ま
っ
て
、一
人
一
人
が
健
康

や
未
病
を
維
持
し
て
Q
O
L
を
高
め
る
枠
組

み
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、衣
・
食
・
住
を
取

り
巻
く
専
門
家
が
横
断
的
に
英
知
を
結
集
し

て
、自
然
本
来
の
気
候
風
土
を
あ
り
の
ま
ま

受
け
入
れ
、地
域
と
共
生
し
た
住
ま
い
方
や

暮
ら
し
方
を
提
唱
す
る
、そ
ん
な
次
世
代
型

の
気
象
健
康
予
報
が
実
現
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

今 年 度 実 施 選 挙について

クラブオフについて

気象予報士

暮らしを考える
として

今年度は、本会役員候補者選挙（2019年2月上旬）、本会会長候補者選挙（2019年3月下旬）、
日本理学療法士学会分科学会運営幹事選挙（2019年1月上旬）が実施されます。

本会では、会員優待料金で様々なサービスが利用可能な「日本理学療法士協会 クラブオフ」をご用意しています。
〈特典内容〉

会員数 110,560名 平成30年11月7日現在

Hiroyuki Iwamoto

いであ株式会社 バイオクリマ事業部 主査研究員。
2001年に気象予報士を取得。主に官公庁や民間
企業向けに気象予報・防災情報を提供。気象庁の
竜巻突風予測情報検討会委員などを歴任。
「バイオウェザーサービス」
http://www.bioweather.net/
「ライフレンジャー天気」
http://tenki.life-ranger.jp/
季節情報サイト「彩時記」http://sai-jiki.jp/ 
などの企画運営を通じて情報を発信するととも
に、NPO法人バイオクリマ研究会を設立し、生
気象学会と連携して広く一般の方々に普及活動
を行う。

地球を見つめ、
天気と共生する暮らし
私たち理学療法士は身体の専門家として、様々な人の健康について考えています。
今号のコラムでは、「気象」という視点から人々の健康を考える
気象予報士の岩本裕之さんへお話を伺いました。

◆ 

次
号
の
特
集
は﹁
行
っ
て
み
た
い
！
第
54
回
日
本
理
学
療
法
学
術
研
修
大
会
in
徳
島︵
仮
︶﹂で
す
。

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
記

録
的
な
大
雨
、国
内
最
高
気
温
を
更
新
し
た

記
録
的
な
猛
暑
、関
西
空
港
を
水
没
さ
せ
近

畿
や
関
東
地
方
に
猛
烈
な
暴
風
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
の
数
々
…

　

最
近
は「
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
○
○
」

「
数
十
年
ぶ
り
の
○
○
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

飛
び
交
い
、多
く
の
方
が
異
常
気
象
を
実
感

す
る
場
面
も
多
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、先
の

西
日
本
豪
雨
で
死
者
が
2
0
0
名
を
超
え
る

よ
う
な
惨
事
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、我
々

の
あ
る
べ
き
仕
事
と
は
何
な
の
か
…
と
気
象

予
報
士
と
し
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

天
気
予
報
が
一
体
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。ひ
と
昔
前
ま
で

は
天
気
図
を
眺
め
鉛
筆
で
線
を
引
い
て
い
た

気
象
予
報
の
在
り
方
は
大
き
く
変
わ
り
、現

在
は
高
校
や
大
学
で
習
う
よ
う
な
物
理
方
程

式
を
用
い
て
将
来
の
気
温
や
気
圧
な
ど
の
予

測
値
を
計
算
し
、A
I
の
先
駆
け
と
も
言
え

る
機
械
学
習
に
よ
り
補
正
を
行
う「
数
値
予

報
」が
現
業
化
さ
れ
主
流
と
な
り
、今
日
で
は

8
割
以
上
の
的
中
率
を
誇
る
ま
で
に
飛
躍
的

な
進
化
を
遂
げ
ま
し
た
。当
た
っ
て
当
然
！

外
れ
よ
う
も
の
な
ら
厳
し
い
ご
批
判
を
受
け

る
悲
し
い
側
面
も
あ
る
の
で
す
が
、最
先
端
の

技
術
を
駆
使
し
て
も
な
お
、人
命
や
経
済
損

失
に
直
結
す
る
台
風
の
進
路
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
発
生
な
ど
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
予
測
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、常
に
レ
ー

ダ
ー
な
ど
で
雨
雲
の
動
き
を
監
視
し
続
け
な

が
ら
、数
値
予
報
は
果
た
し
て
正
し
い
の
か
？

今
後
ど
う
動
く
の
か
？
発
達
す
る
の
か
？
を

迅
速
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、毎
日
片

時
も
欠
か
さ
ず
空
を
見
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
い
ま
す
。気
象
情
報
は
多
く
の
産
業
や
経

済
活
動
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、か
つ

ニ
ー
ズ
や
用
途
は
様
々
で
あ
り
、一
人
一
人
の

お
客
様
に
対
し
て
適
切
な
レ
シ
ピ
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
、責
任
は
重
い
で
す
が
や
り

が
い
の
あ
る
職
業
で
す
。

　

さ
て
、私
た
ち
の
日
々
の
生
活
や
行
動
の

基
準
に
大
き
く
関
わ
る
気
象
予
報
で
す
が
、

人
間
の
体
調
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。い
つ
も
は
元
気
な
の
に
、お
天
気
や

季
節
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
し
た
り
気
分
が
す

ぐ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
気
象
の

変
化
と
連
動
し
て
病
気
の
症
状
が
起
こ
っ
た

り
、病
状
が
悪
化
し
た
り
軽
快
す
る
よ
う
な

病
気
を「
気
象
病
」と
言
い
、特
定
の
季
節
に

多
発
し
た
り
増
悪
す
る
病
気
を「
季
節
病
」と

言
い
ま
す
。気
温
や
気
圧
の
急
激
な
変
化
や

強
い
日
射
な
ど
は
身
体
に
と
っ
て
良
く
も
悪

く
も
負
荷
(ス
ト
レ
ス
)と
な
り
ま
す
が
、人

間
の
皮
膚
や
神
経
、血
管
な
ど
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た「
受
容
体
」と
い
わ
れ
る
セ
ン
サ
ー
が
、

こ
れ
ら
の
外
部
環
境
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ

と
っ
て
、私
達
の
体
内
に
何
ら
か
の
生
理
的
変

化
を
も
た
ら
し
た
り
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

に
影
響
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、台
風
が
近
づ
く
と
関
節
の
痛
み

が
増
強
し
た
り
す
る
方
も
い
ま
す
し
、特
定

の
季
節
や
変
わ
り
目
に
ぜ
ん
そ
く
や
頭
痛
、

関
節
痛
、う
つ
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
方
は
か

岩本 裕之
気象予報士

い わもと　 ひろゆき

イオンシネマ ACカード
【映画鑑賞チケット】 

一般1,800円 ➡1,300円

◎その他、お得なサービス
がたくさんあります！
詳細はこちら→
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